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1. 研究背景 

情報ネットワークの整備とともに高等教育

（大学等）においても情報技術の活用が進展し

つつある．専門化・多様化が進み質の保証など

が求められる高等教育では，カリキュラムの設

計・評価のための計算機支援が有効であると考

える．これまでに我々は高等教育における教育

課程の分析のため，電子化された教育課程に関

する情報の収集を進めてきた．また収集情報の

構造を解析することにより教育課程に関する情

報の標準的なデータ構造を検討し，XML に基づく

シラバスデータベースを試作してきた．また，

データベースの利用による教育課程の分析に関

しても検討を行ってきた[1],[2],[3],[4]． 

一般に教育課程に関するデータは定型的部分

と非定形的な部分（例えば，シラバスにおける

各回授業内容，教員情報，参考書等）が存在す

る．またその利用においても学生への情報提供

のみならず大学評価など多様なデータの活用方

法が考えられるため，データの有効利用のため

の XML によるデータベースの開発が必要と考え

られる．これまでにもデータ形式の検討やデー

タ管理，検索速度などの検討がなされ[5],[6]，

インターネット上での学習に関連する URL 等の

情報収集とデータベース化も進展している[7]． 

 

２．シラバスデータベースシステムの開発 

これまでに開発を行ったデータベースシステ

ムの概要を Fig.1 に示す[1],[2]． 

 

 
Fig.1 Structure of a database system 

 

(1),(2)（Fig.1 の(*1)）：高等教育機関（大学

等）より収集したシラバス等から必要な情報を

抽出する[3]．これら教育に関するデータをリレ

ーショナルデータベースに格納する（XML スキー

マによりデータ構造を表現）．一般に教育課程

の編成方針やシラバスの内容の標準的な記述に

ついてある程度の記載はあるが（学校教育法，

各種答申など），シラバス等は各機関ごとにさ

まざまな形式をとっているのが実情である．こ

こでは教育に関する情報の階層構造をつぎのよ

うに表現する[1],[2]． 

機関（大学等） - 学部 - 学科 - 年度 -

教育課程(program)- 授業科目(course) 

データベースの元となる資料は，Web, CD など

より収集した履修科目表やシラバス等である．

階層構造をもつデータをリレーショナルデータ

ベースに格納するため，データ構造を分割した

複数のテーブルを設計している：program テー

ブル（教育課程に関する項目），linkage テー

ブル（教育課程と授業科目の関係），course テ

ーブル（各授業科目）．教育課程と授業科目は

一般に多対多の関係にあるため，linkage テーブ

ルによりそれらを関係付けている．これら以外

に program や faculty に関するコード表のテー

ブルを設けている（例えば，course については

Fig.2）． 

 
（後続は省略） 

Fig.2 Course table 
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実際に収集した各大学のシラバス（集合）は

１科目１ファイルの構成が多く，各ファイルは

HTML や PDF 形式である．これら文書データは大

学（学部）ごとにある程度形式が統一された半

構造化データであるため，各ファイルからの情

報抽出を半自動的に行うことは可能ではあるが，

Fig.2 のような詳細な項目にデータを分解するた

めには個別に対応を工夫する必要がある．正確

な情報抽出のための時間や労力およびその後の

データの活用方法を考慮にすると，実用上はす

べてのファイルについて情報抽出を考えず，(1) 

HTML および PDF の文書構造をそのまま XML 形式

に変換してデータベースに格納し（Fig.3 参照．

検索機能等は SQL に加えて XQuery が可能，

Fig.4 は program テーブルの XML データについ

ての XQuery の例），(2)（後に）情報抽出すべ

きものを項目ごとにリレーショナル形式へと変

換する．本年度は Web や CD から収集した教育に

関する情報を XML 形式でデータベースに格納し

ている． 

 

 
Fig.3 RDB and XML data 

 

 
Fig. 4 Xquery 

 

(3),(4)（Fig.1 の(*2)）：このデータベースの

後段にキーワード抽出や科目の特徴の可視化な

ど教育課程について解析を行うシステムを開発

し研究を進めている[1],[2],[4].すなわち，キ

ーワード・専門用語の抽出，特徴空間の構成お

よび解析，多変量解析・クラスタリング等の適

用，結果検討および解釈等である．  

また，検索機能（データ更新）などを Web サ

ービス（SOAP）としてネットワークを通じて提

供する方法を検討してきた[1],[2]．SQL 命令を

そのまま受け付けるサービスや XQuery（XPath）

による Web サービス，また簡便に Web サービス

を利用するためのパラメータクエリを SOAP 経由

で提供するよう開発を進めている．データベー

スの内部はリレーショナル形式と XML 形式の混

在があっても外部からはサービスとして同様の

扱いができるよう検討している． 

以上，高等教育機関における教育に関する半

構造化データをデータベース化する際の実用上

の工夫を検討した．またデータベースシステム

からさまざまな Web サービスを提供することに

より分散アプリケーションの開発を向上させる

ための方法を検討した． 
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